
　ベルギーのアントワープワールドダイ
ヤモンドセンター（AWDC）は今年、一
般消費者へ向けたベルギーダイヤモン
ドの認知及びDnA（ダイヤモンドアンド
アントワープ）プロモーションとして、一
般消費者への認知度を上げるため、ベ
ルギーに関心を示す高感度の消費者
をターゲットにしたプロモーション展
開を掲げ、日本で開催の「ベルギー

ビールウィークエンド」（BBW）とのコラ
ボレーションを発表した。
 アントワープには全世界のダイヤモン
ド原石の86％、世界中の研磨済ダイヤ
モンドの50％が集まり、ダイヤモンド取
引の歴史は、570年以上に及ぶ。そし
て、ベルギーのダイヤモンドは高い品質
と職人技術のブランドとして世界的に
知られているが、日本の消費者にはあ
まり認知されていないのが現状である
ことを理由に、一般消費者に向けたプ
ロモーションを決定した。
　BBWは、今年で11周年を迎える日
本最大のベルギービールイベントで、
名古屋、横浜、大阪、日比谷、六本木の

5都市での開催が予定されている。
 ベルギーは世界有数のビール大国と
して知られており、このイベントでは50
種類以上のベルギービールを楽しむ事
ができ、毎年非常に多くの来場客で賑
わう。また、ビールイベントでありなが
ら、半数以上の来場者が女性であり、
約6割を20代と30代が占めているのも
大きな特徴で、ダイヤモンドのプロモー
ションとして適している。
 AWDCは、5都市全ての会場でDnA
ロゴ入りのベルギーダイヤモンドの壁
面広告を展開する。また来場者全てに
リーフレットを配布し、DnA参加企業リ
ストをWeb上で公開する。それぞれの

会場では各1名に、HRDアントワープ
レポート付きの『天然ダイヤモンド入り
オリジナルビールグラス』が抽選で当た
るキャンペーンを実施する。更に9月に
開催される六本木ヒルズ会場では、
AWDCの特設ブースが設置され、ダイ
ヤモンドアクティビティを企画する予定
となっている。
　同イベントは毎年SNSでの露出も多
いことから、来場者だけではなく多くの
人々の認知が見込まれている。

　これまで高い技術力とデ
ザイン力を誇り、芸術性の高
い優れたジュエリーとして、
日本の最高峰ジュエリーを
競っていた日本ジュエリー協
会（JJA）主催の「ジュエリー
デザインアワード」における
審査方法が、よりファッショ
ン性を重視した基準に変更
されるとともに、全体の構成
をVOGUE JAPANに協力
を依頼し、これまでのファッ
ションショーに替えて、グラ
ンプリと準グランプリ受賞作

品に限り「VOGUE JAPAN」誌面のタ
イアップ記事とWeb掲載を受賞特典
に加えた。
　変更理由としては、応募総数の減少
などを含めたアワードのマンネリ化に
歯止めを打つことが目的。新しい委員
長のもとに議論を重ねた、変更点のポ
イントは大きく3つ。
　1つ目＝「クリエイターやデザイナー
に夢を与えられること」。VOGUE 
JAPANの協力により、全体の構成の見
直しを図った。
　2つ目＝「第1部門のプロフェッショ
ナル部門を2つに分けた」。その大きな

理由は、アワー
ド作品が大ぶり
でないと獲得で
きないという傾
向が見え隠れ
していた部分を
払拭するため。

テーマA＝『ハイエンドラグジュアリー』
とテーマB＝『アクセシブル・ラグジュア
リー（上質な日常使い）』の2つのテー
マに分けた。狙いとしてはグランプリの
幅を広げること。線引きとして、想定上
代が150万円を超えるものと、以下の
ものとした。テーマBの“上質な日常使
い”という箇所がキーワードになること
だろう。
　3つ目＝「よりファッショナブルなア
ワードを目指す」。これまで大切にして
きた工芸性や技術的なポイントも大事
にしつつ、よりファッション性をクローズ
アップする。日頃からファッションとして
装着しやすいような視点を入れた審査
をしていきたいとした。その為に、ゲスト
審査員にVOGUE JAPAN編集部を加
えた。さらに、ファッションよりの消費者
目線に近いポイントを強めるために、審
査員には、JC資格をもつモデルのアン
ミカ氏や、遠藤波津子グループ常務取
締役でメイクアップアーティストの遠藤
晶子氏らを加え、強化している。
　これらの点から、賞においても変更。
グランプリ・内閣総理大臣賞には副賞
として100万円。準グランプリには、経
済産業大臣賞と厚生労働大臣賞の2

つを用意し、各賞に副賞として50万円
を贈呈する。よりグランプリを狙った応
募作品の増加を望む表れとなってい
る。その他、東京都知事賞、山梨県知
事賞、台東区長賞、日本商工会議所会
頭賞には各10万円。第2部門の新人大
賞1作品には20万円、新人優秀賞3作
品に各2万円となる。入選は5～10作
品を予定。特別賞は、ジュエリー議員
連盟賞、ゲスト審査員賞、日本ジュエ
リーデザイナー協会賞、日本真珠振興
会会長賞、プラチナ・ギルド・インターナ
ショナル賞を予定。副賞は各5万円。
　なお、グランプリと準グランプリには
VOGUE JAPAN誌面タイアップと
WEB掲載が特典として付くが、これま
でのファッションショーは廃止。表彰式
がジャパンジュエリーフェア（JJF）の会
期2日目の10月15日に開催される。ま
た、作品展示もJJFの会期中（会場内）
と山梨ジュエリーミュージアム（全入賞
作品）のみの予定としている。
　応募受付日は、送付の場合6月16日
到着（必ず日付指定すること）。持参の
場合は、6月17日10時～15時。応募要
項等はJJA公式ホームページで確認で
きるほか、JJAから取り寄せが可能。
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ファンシーカラー　ダイヤモンド

　㈱ビジョナリー
ホールディングス（東
京都中央区、星崎尚
彦社長）は、0.01ス
テップでの検査機器
をはじめとした5種の
最新検査・測定機材
によって構成される
国内初の最先端アイ

ケアソリューションをメガネスーパーの
一部店舗に先行導入した。
　この最先端アイケアソリューション
は、新設計の光学ユニット搭載により
従来（0.25ステップ）の25倍、0.01ス
テップで度数設定が可能な装置
「VISION-R800（販売名：ビジョンレ
フラクタVR800）」（㈱トプコン・エシ
ロールジャパン）をはじめとした以下5
つの機材で構成されている。
1.VISIOSMART＝視機能チェック機
器。従来の検査にはない項目の音声ガ
イダンスによるセルフチェックが可能。
2.KR-1W＝ウェーブフロントアナライ
ザー（波面収差測定機）。眼全体の波
面収差量を測定し、瞳孔径測定との組
み合わせにより、明暗（昼・夜）の視力
の違いを測定。
3.VISION-R800＝液体レンズとクロ
スシリンダーを組み合わせた新設計の
光学ユニット搭載による0.01ステップ

の度数設定を従来の25倍の
高精度で実現。
4.VISIOFFICE2＝個別に
違いのある眼とレンズの位置
関係を正確に測定すること
で、最適なレンズ設計とフィッ
ティングを実現。
5.Lenswear-i＝タブレット端
末上のアプリによりレンズ設
計による見え方の違いなどを
視覚的に分かりやすく説明。

　この最先端のアイケアソリューション
により、従来と比較して格段に高い精
度でのメガネ作りのプロセスが提供可
能となったことで、より顧客の眼の状態
や使用目的、ライフスタイルに最適なメ
ガネの提供を目指す。
　具体的には、精緻な視力検査によ
り、顧客のメガネの使用目的に応じた
視距離に最適な度数の提供が可能と
なるほか、眼の左右の度数の差を最小
限に抑えることにより快適な視界や、昼
夜といった時間帯に応じた視力にも更
にきめ細かく対応できることで、眼に負
担をかけないメガネ作りが可能となる。 
　同ソリューションは、2019年12月に
エムスリー㈱との合弁事業により設立
した最先端アイケアをはじめとした五
感領域での高付加価値サービスの提
供を行う㈱SENSEAID（東京都中央
区、星崎尚彦社長）が運営するメガネ
スーパー店舗「高田馬場本店」「らら
ぽーと豊洲店」「横浜西口本店」「厚木
大通り店」の4店に導入し、4月末まで
には㈱SENSEAIDの全9店舗となる
「新宿中央東口店」「麻布十番店」「稲
毛店」「名古屋平針・原店」「アルプス
通り甲府本店」にも設置を行う予定。
なお、同ソリューションによる検査費用
は従来の検査費用から1000円（税別）
の追加となる。
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大変ですが、今を乗り切りましょう！！
　3月15日号の「木村さんのひとり言」は多大なバッシングを浴びたわけだが、わずか数日経過した3月末には東京を中心に
全国的に感染者数が拡大、備えを怠ったことの代償は大きく予断を許さない。
　今号5面の栄光ホールディングス小谷会長の「FH誌を読む 番外編」と「スマホ時代」を一読いただきたい。新型コロナウィ
ルスが収束した暁には、一丸となって産業を盛り上げていくために今は熟考すべき時で、自粛しながら今できることに力を使
い、力を蓄えながら今を乗り越えていきましょう。
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